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Vol.6　国際展示会でも注目を集めた、実証実験を支える美波町の住民力
■地方版IoT推進ラボの先進事例として選ばれた減災推進事業
　10月15日～18日に幕張メッセ（千葉県）で開催された「CEATEC 2019」。美波町は、IoTをはじめ
とする最先端の技術が一堂に会する国際展示会の「地方版IoT推進ラボ（合同展示ブース）」において、これ
までの「美波町IoT推進ラボ」の取り組みや成果を展示しました。
　IoTを用いた生産性向上や新産業創出を推進すべく、経済産業省やIPA（独立行政法人情報処理推進機構）
が認定した「地方版IoT推進ラボ」は美波町も含め全国で101地域。その中からIoTの地域利用や商用化が
先進的・具体的に進む19地域のひとつとして、神奈川県や広島県、大阪市など、都道府県や大規模自治
体の中に唯一「町」として選ばれた美波町には、高い関心が寄せられました。
　2017年からスタートした「“止まらない通信網”を活用した命をつなぐ減災推進事業」について展示を行
った「美波町IoT推進ラボ」ブースへの来訪者は4日
間で200人以上。最先端技術を駆使した先進的な
防災・減災システムの “技術” に興味をもっていた
だいたのはもちろんですが、何より、「“止まらない
通信網”を活用した命をつなぐ減災推進事業」の開発・
運用が人口約6,700人の小さな町で行われている
ことに驚かれたようでした。
　中でも複数の方から何度もいただいたのが、「なぜ、
こんなに多くの住民が実証実験に協力してくれるの
か」というご質問。
　防災への意識の高さや助け合いの精神から、皆さ
んが快く引き受けてくださったことを説明すると、
こちらが驚くほど一様に深く感心されていました。
　美波町はこれまで、昭和南海地震や数々の台風に
よる被害を経験してきました。それら苦難を乗り越
えてきた歴史があるからこそ、「最先端の技術」とい
う言葉に臆することなく、実証実験を積極的に受け
入れられている現状があります。
　目先ではなく未来を見据えた防災・減災対策に取
り組めるこの町の姿。それこそが、何より先進的な
地方創生・地域振興なのではないでしょうか。

■進化する“止まらない通信網”！ 
　美波町避難訓練で新たな試み
　11月9日の美波町避難訓練において、本年も「“止まら
ない通信網”を活用した命をつなぐ減災推進事業」の実証
実験が行われました。
　今回対象となったのは、「被災者の位置情報を検出できる
小さなタグを日常的に携帯してもらい、活用してもらおう」
という視点で7月からスタートした同事業の拡張実証実験
「健康マイレージ」に協力いただいている日和佐浦地区にお
住まいの約50人の方々。
　これまで同様、避難経路や避難にかかった時間などのデ
ータを収集し、今後の避難計画の改善に活かすことに加え、
今回は“止まらない通信網”をその場で活用し、スマート
フォンに随時表示される最新の避難路情報を確認しながら
避難する実験も行いました。

[シリーズ]映画にも描かれた地方創生、「美波町モデル」とは
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